
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 とても暑い日が続いていますが、今週で１学期が終わります。そして、いよいよ待ちに待った夏

休みです。１学期のスタートでは、「魂を込める」という話をしました。「挨拶一つ、返事一つ、ま

たいろいろな行事等も『魂』を込めてやることで、よりレベルアップしたものにしていってほしい。

これまでの自分の殻を破り、大きく成長してほしい。」という話でした。ひとつひとつに「魂」を込

めると全力で取り組まなければなりません。そのためには「力」がいります。「知恵」もいります。

また、「力」にも「瞬発力」も「持久力」もいります。大変なことです。しかし、ひとつひとつに「魂

を込める」ことができるならば、心身ともに成長できるし、感動もより大きなものを味わうことが

できると考えます。 

この１学期、学校生活の様々な活動の中で、魂を込めた活動がいっぱい展開されました。運動会

をはじめ、毎朝のボランティア活動、挨拶運動、プール掃除、授業はじめの挨拶、縦割り班掃除、

等々。児童の皆さんはどれだけの活動に魂を込めることができたでしょうか？ぜひ、しっかりと振

り返り、これからに活かしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

（プール掃除）       （運動会スローガン）      （運動会での演技） 

 

 

 

 ６月２２日（金）の学校開放日（学校に１５デー）に合わせ 

て、「校内童話発表会」を開催しました。各学級で発表会を行 

い、学級の代表を決め、その代表が校内発表会で披露しました。 

「さすが各学級の代表」というできばえで、しっかりと物語を 

読み込み、感情溢れる表現力 

で、全校児童や保護者・地域 

の方々を物語に引き込ませま 

した。すばらしい発表会にな 

りました。今度は、代表の人 

は７月２２日（日）に開催さ 

れる人吉球磨童話発表会に出 

場します。がんばって下さい。 
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 ６月２８日（金）に、万江小学校との交流学習会を行いま 

した。これまでは、様々な学年行事（修学旅行、集団宿泊、 

社会科見学等）では、一緒に活動をしてきました。今回は、 

万江小の友だちが全員、山田小に来て、一緒に学習をしたり 

活動をしたりして交流を深めました。 

 ３校時は、各学年でお楽しみ会（交流会）を行い、４校時 

には、合同での人権集会を行いました。これまでの取組を発 

表したり、各クラスで話し合って決めた人権宣言を発表した 

りして、人権について学んだことを深め合いました。 

 その後、一緒にランチルームで給食を食べて、昼休みも一 

緒に過ごし、楽しい時間を共有しました。また、午後からは 

２学期予定の芸術体験活動（ナチュラルダンステアトル）の 

事前ワークショップを一緒に受け、ともに汗を流しました。 

子ども同士、先生同士が互いの絆を深めるとてもいい機会と 

なったようです。９月には、芸術体験活動の本番がある予定 

です。またその時は、万江小の児童が山田小に来て、第２回 

目の交流学習会を実施する予定になっています。楽しみです。 

 

 

 

 ６月２９日（金）の５～６校時に、みどりの少年団活動 

の一環として、５年生が「田植え」をしました。毎年、Ｊ 

Ａ青壮年部の方々のご協力のもとに、実施させてもらって 

います。田植えの仕方のご指導をはじめ、田植機に乗せて 

もらっての体験、その他の準備等々、至れり尽くせりの状 

態でお世話になりました。 

 子ども達は、一生懸命に手際よく田植えを進めていく子 

もいれば、なかなか思うように進まない子、ちょっとばか 

り気が抜けて泥だらけになる子、様々なようでした。 

 子ども達にとって、とても貴重な体験になったようです。 

また、田植えの後は、・・・。これも毎年いただいている 

手作りのおやつもいただきました。本当に、ありがとうご 

ざいました。 

 学校での様々な行事を行ううえで、地域の方々の力をい 

っぱいいただいています。改めて山田小校区及び山江村の 

方々の学校教育への理解の深さを感じているところです。 

まさに「地域とともにある学校だ。」と感じております。 

心より感謝申し上げます。そして、今後ともよろしくお願 

いします。 

夏休みを安全に快適に過ごすために！（始業式に全員そろうことが第一） 

 １ 交通ルールを守ること   ３ 生活のリズムをくずさないこと 

 ２ 遊びのルールを守ること   （起きる時刻、勉強を始める時刻、寝る時刻を決める） 


